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2022年 12月 14日 

各  位 
会 社 名 ト ル ク 株 式 会 社  
代表者名 代表取締役社長  檜 垣 俊 行 

（コード番号 8077 東証プライム） 

問合せ先 管 理 部 長  志 柿  貴 士 

（ＴＥＬ：06－6535－3690） 

 

2022年10月期通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 2021年 12月 14日に公表しました 2022年 10月期（2021年 11月 1日～2022年 10月 31日）の業

績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

記 

 

1. 2022年 10月期の通期連結業績予想値と実績値との差異（2021年 11月 1日～2022年 10月 31

日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

20,793 

百万円 

186 

百万円 

361 

百万円 

255 

円 銭 

10.30 

当期実績値(Ｂ) 20,477 419 709 532 21.48 

増減額(Ｂ－Ａ) △315 233 348 277 ― 

増減率(％) △1.5 125.3 96.5 108.7 ― 

(ご参考)前期実績 

(2021年 10月期) 
19,252 158 395 258 10.46 

 

 

2. 差異の理由 

当連結会計年度における当社の経営を取り巻く環境は、世界的な原材料価格の上昇や急速な円安、

工事遅延の影響を受け、依然として厳しい状況が続きました。出荷量が伸び悩んだことで、売上高

は予測数値を下回る結果となりました。一方で利益面では、仕入れ価格の上昇に対応し販売価格の

改定に取り組んだこと、滞留棚卸資産の収益性の低下の有無に係る判断及び簿価切り下げの方法を

変更し売上原価に含まれる棚卸資産評価損が減少したことにより、売上利益率の増加および営業費

の削減を推し進めました。その結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

に増加しました。 

以 上 


